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　 13)ナ ノサ イズPMMAと ユージノールを基材

　　　とした仮着材の試作

　 ○龍方 一朗,岡 田 英俊,石 田 喜紀,川 島 功

　　　　　　　　　　　　 (奥羽大 ・歯・生体材料)

【緒　言】歯科臨床での歯冠修復においては支台

歯形成後,暫 間修復物の使用が不可欠となる。そ

の際に使用す る仮着材には適度な接着強 さを有 し,

また,除 去後は合着材の接着に影響を及ぼすこと

がないという性質が望 まれている。 しかし,現 在
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たが,CONとPM問 では有意差 は認め らなかっ

た。RGと 金銀パ ラジウム合金の接着強 さでは

PMはTs,　 IPと 比較する と有意に値が大 きく,

またCONと は値 に有意差 は認め られなかった。

以上のことか らPMはTs,　 IPと 比較 して支台材

料とグラスポリアルケノエー ト系合着材の接着強

さに対する影響が少ないことが示唆された。

これ らをすべて満たしているものは存在 しない。

そこで今回,粉 末にナノサイズPMMAを 使用 し

た仮着材 を試作 し,既 存の仮着材 と比較 した実験

を行ったので報告 した。

【材料および方法】実験 は,(1)稠 度　(2)被膜厚 さ

(3)硬化時間　(4)支台金型と暫間修復物の接着強 さ

(5)仮着材除去後の支台材料 と合着材の接着強 さの

5項 目とした。試作材は液にユージノールとリモ

ネン,粉 には平均粒径100～200nmのPMMAを

用いた。粉液比は1.0と し,液 部分のユージノー

ル とリモネ ンは重量比 で7:3と した。コー ドを

PMと した。対照材料 として市販仮着材のポリカ

ルボキシレー ト系1種 とグラスポ リアルケノエー

ト系1種 を用いた。 コー ドをTs,　 IPと した。

(1)から(3)はJIs規 格試験 に準 じて行 った。(4)の

実験材料 として,金 型はステンレス鋼製,暫 問修

復物には,常 温重合 レジンを用いた。万能試験機

にて引張接着試験を行った。(5)の実験材料として,

合着材には,レ ジン添加型グ ラスポリアル ケノ

エー トセメン トとレジンセメン トを用いた。コー

ドをそれぞれRG,　 GMと した。被着体にはコア

用コ ンポジ ッ トレジン,12%金 銀パ ラジウム合

金,牛 歯象牙質を用いた。まず支台材料と常温重

合 レジン硬化体 を仮着 した。その後,温 度37℃,

相対湿度約100%の 中で一週間保管 し,常 温重合

レジン撤去後,支 台材料に残存 している仮着材 を

除去 し,合 着材 を支台材料 に接着 させ た。24時

間後,試 料のせん断接着試験 を行った。また,仮

着せずに合着材 と支台材料 を接着 させたものをコ

ントロール(CON)と した。得 られた結果 は一

元配置分散分析にて検定を行った。

【結果および考察】PMは(1)～(3)の 実験では規格

値 を満 たしていた。(4)の実験ではPMの 値 はTs

と比較すると有意に大 きく,IPと は同等の値 を

示 した。(5)の実験 でGMと レジンコアの接着強

さはCONと 比較 してTsで 有 意 に小 さな値 と

なったが,CONとPM間 では値 に有意差が認め

られなかった。GMと 金銀パ ラジウム合金の接着

強 さはCONと 比較 してIPで は有意に値 が小 さ

くなったが,CONとPM問 では有意差は認めら

れ なか った。RGと レジ ンコァの接着 強 さは,

CONと 比較 してIPで は有意に小 さな値 となっ
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